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(百万円未満切捨て)
１．平成28年６月期の連結業績（平成27年７月１日～平成28年６月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年６月期 5,762 △12.9 126 11.8 137 62.4 75 ―

27年６月期 6,617 △1.0 113 504.8 84 96.0 △89 ―
(注) 包括利益 28年６月期 62百万円( ―％) 27年６月期 △81百万円( ―％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

28年６月期 18.04 ― 13.6 4.4 2.2

27年６月期 △21.16 ― △15.1 2.6 1.7
(参考) 持分法投資損益 28年６月期 ―百万円 27年６月期 ―百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年６月期 2,884 572 19.6 139.71

27年６月期 3,405 552 16.0 129.42
(参考) 自己資本 28年６月期 565百万円 27年６月期 546百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年６月期 △59 △29 △358 1,096

27年６月期 260 135 356 1,548
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年６月期 ― 0.00 ― 3.55 3.55 14 ― 0.0

28年６月期 ― 0.00 ― 5.55 5.55 22 30.8 0.0

29年６月期(予想) ― 0.00 ― 5.55 5.55 30.0
　

　

３．平成29年６月期の連結業績予想（平成28年７月１日～平成29年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 5,800 0.6 95 △25.0 105 △23.4 75 △0.5 18.52
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有

　 新規 ―社 (社名) 、除外 １社 (社名)美麗花壇股份有限公司
　

期中における重要な子会社の異動に関する注記
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年６月期 5,076,000株 27年６月期 5,076,000株

② 期末自己株式数 28年６月期 1,026,552株 27年６月期 855,752株

③ 期中平均株式数 28年６月期 4,179,957株 27年６月期 4,220,278株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．平成28年６月期の個別業績（平成27年７月１日～平成28年６月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年６月期 3,323 △4.4 14 ― 131 32.3 88 63.7

27年６月期 3,476 △3.9 △42 ― 99 ― 54 ―
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

28年６月期 21.18 ―

27年６月期 12.81 ―
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年６月期 2,058 456 21.9 111.19

27年６月期 2,509 432 17.0 101.11

(参考) 自己資本 28年６月期 450百万円 27年６月期 426百万円
　

　

　

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく監査手続は実施中であります。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は経済状況等
の様々な不確定要素によりこれらの予想数値と異なる場合があります。

決算短信（宝印刷） 2016年08月12日 15時39分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



株式会社ビューティ花壇(3041) 平成28年６月期 決算短信

1

○添付資料の目次

１．経営成績・財政状態に関する分析 …………………………………………………………………2

（１）経営成績に関する分析 …………………………………………………………………………2

（２）財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………3

２．経営方針 ………………………………………………………………………………………………4

（１）会社の経営の基本方針 …………………………………………………………………………4

（２）目標とする経営指標 ……………………………………………………………………………5

（３）中長期的な会社の経営戦略 ……………………………………………………………………5

（４）会社の対処すべき課題 …………………………………………………………………………5

（５）その他、会社の経営上重要な事項 ……………………………………………………………6

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………6

４．連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………7

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………7

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………9

連結損益計算書 ………………………………………………………………………………………9

連結包括利益計算書 …………………………………………………………………………………10

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………11

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………13

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………15

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………15

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………15

（追加情報） …………………………………………………………………………………………15

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………15

（１株当たり情報） …………………………………………………………………………………18

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………19

決算短信（宝印刷） 2016年08月12日 15時39分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



株式会社ビューティ花壇(3041) 平成28年６月期 決算短信

2

１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

　当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の回復や雇用・所得環境の改善により、緩やかな回復基調で推移

したものの、不安定な国際情勢や為替・株価の乱高下などの懸念材料もあり、依然として先行き不透明な状況が継続

しております。また、平成28年熊本地震により熊本市に本社を置く当社並びにグループ会社に一部被害は発生いたし

ましたが、当社グループ全体ではその影響は限定的なものにとどまりました。

　このような状況の中、当社グループは、新たに平成28年６月期を初年度とする中期経営計画を策定いたしました。

当計画におきましては、葬儀の１件あたりの単価下落、直葬の増加が加速度的に進む現在の事業環境に対応するべく、

「業界のコストリーダー」として生産規模や販売規模、原料調達などの物量を拡大させることとしております。また

長年培ったノウハウによる製造プロセスの効率化により、他社を寄せ付けない低コスト化を実現、その結果として市

場シェアを拡大し圧倒的な優位性を獲得することを目標とし、鋭意達成へ向け各施策を実行しております。

　この結果、当連結会計年度における当社グループの売上高は、主に前年同期にあった子会社（土木・建設事業）株

式を平成27年５月に譲渡したこと、および生花卸売事業における売上高の減少等により5,762,623千円(前年同期比

12.9％減)、営業利益は126,671千円(前年同期比11.8％増)、経常利益は137,116千円(前年同期比62.4％増)、親会社株

主に帰属する当期純利益は75,420千円(前年同期は89,307千円の損失）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　（生花祭壇事業）

　生花祭壇事業の売上高は、3,036,044千円(前年同期比4.2％減)となりました。厚生労働省「平成27年人口動態統計

月報年計（概数）の概況」によりますと、年間死亡者数は1,290千人と推計され、前年同様、高齢化社会を背景に増加

傾向にあります。

　経済産業省「特定サービス産業動態統計調査」によると、葬儀業（平成27年７月から平成28年６月まで）の売上

高・取扱件数は、ともに微減(いずれも前年同期比)と、直近の集計ではほぼ横ばいで推移いたしましたが、この数年

での傾向といたしましては、葬儀単価はやや低下しつつも件数が増加し、売上は拡大している状況です。このように

葬儀業全体では市場は拡大傾向にありますが、葬儀業における各カテゴリー（葬祭専門事業者、冠婚葬祭業者、農業

協同組合、新規参入事業者等）別や地域別にみるとその状況は均一ではありません。特定のカテゴリー事業者や地域

では異業種からの参入による競合激化や、長寿化による縁者・友人の高齢化や核家族化による人間関係の希薄化等で

会葬者の減少に伴う儀式の簡素化が進んでおります。

　上記のとおり、社会構造の変化に伴い消費者の価値観やニーズも急激に変化が進んでおり、特に大都市圏において

「家族葬」や「密葬」等、葬儀の小型化とともに単価の下落傾向が続いております。このような状況の中で、当事業

では、業界のコストリーダーとして、各工程の効率化等による更なる低コスト化、またそれによる独自の市場開拓を

進めてまいりました。その結果、営業利益は297,628千円(前年同期比55.7％増）となりました。

　（生花卸売事業）

　生花卸売事業の売上高は、販売促進活動や生花輸入卸を担う連結子会社マイ・サクセス株式会社とのシナジー創出

へ向けた施策の効果に一部兆しが見えはじめたものの、円安に伴う取扱数量の調整や、当事業の再編を見据えた取扱

品目の見直しを行ったこと等により、1,692,845千円(前年同期比9.0％減)となりました。東京都中央卸売市場「市場

統計情報」(平成28年６月)によると、平成27年７月から平成28年６月までの切花累計の取扱金額は59,225百万円（前

年同期比0.1％減）、数量では896百万本(前年同期比0.5％増)と、やや単価が下落傾向で推移いたしました。当事業で

は、平成26年８月より生花輸入業務をマイ・サクセス株式会社へ移管、従来の生花卸売事業（国内流通）と生花祭壇

事業とのシナジー追求に注力し、積極的な業務効率化施策を実施してまいりましたが、生花の販売単価が下落したこ

とによる売上高の減少や円安の影響もあり、営業利益は114,551千円（前年同期比21.9％減）となりました。

　（ブライダル装花事業）

　ブライダル装花事業の売上高は489,915千円(前年同期比2.9％増)となりました。少子化と晩婚化、「ナシ婚」とも

いわれる婚姻届のみの結婚の増加等により、市場規模は縮小傾向にあるものの、ゲストハウス・ウエディングやレス

トラン・ウエディング等オリジナル挙式志向の高まりを背景に未だ大きな市場規模が保持されております。ブライダ

ル装花事業を請け負う連結子会社の株式会社One Flowerでは、大都市圏を中心とした店舗併設型の新規拠点開設や、
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式場との提携等、今後のブライダル装花事業の成長に向け各営業施策を実行しております。この結果、同社において

は平成28年熊本地震により一部影響はあったものの、上記施策が奏功し、営業利益は59,139千円(前年同期比12.3％

増)となりました。

　（その他の事業）

　その他の事業は、システム開発事業、不動産管理事業、冠婚葬祭に関する企画並びにコンサルタント業務、一般労

働者派遣業を行っており、前連結会計年度より就労継続支援事業を追加しております。当連結会計年度においては、

主に葬儀関連事業が低調に推移し、売上高は543,817千円（前年同期比0.9％減）、営業利益は5,549千円（前年同期比

60.9％減）となりました。システム開発事業は、葬儀関連会社に対する基幹システム、名札書きシステム及びモバイ

ル端末を用いた電子カタログや建築事業者に対するＣＡＤシステムの開発を行っております。不動産管理事業は、不

動産の売買や賃貸等の仲介及び管理を行っております。

　（次期の見通し）

　当社は、従来の中期経営計画の一部を見直し、改めて2016年６月期を初年度とする中期経営計画を掲げ、その達成

へ向けグループ一丸となって取り組んでおります。当計画におきましては、葬儀の１件あたりの単価下落、直葬の増

加が加速度的に進む現在の事業環境に対応するべく、「業界のコストリーダー」として生産規模や販売規模、原料調

達などの物量を拡大させることとしております。当社はその一環として、平成28年７月１日をもって、当社の生花卸

売（国内流通）事業を会社分割し、当社100％子会社であるマイ・サクセス株式会社に承継しております。これによ

り、近年変化を続け更なる競争激化が予想される花卉業界において、いかなるマーケット環境にでも耐えられるコス

ト構造の確立を図りながら、顧客満足度向上とグループ競争力の強化へ注力してまいります。

またあわせて長年培った技術力による製造プロセスの効率化により、他社を寄せ付けない低コスト化を実現、その結

果として市場シェアを拡大し圧倒的な優位性を獲得することを目標としております。

　以上により、通期連結業績見通しといたしましては、売上5,800,000千円（前年同期比0.6％増）、営業利益95,000

千円（前年同期比25.0％減）、経常利益105,000千円（前年同期比23.4％減）、当期純益75,000千円（前年同期比0.5

％減）を予想しております。

（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ520,890千円減少し、2,884,384千円となりました。

これは主に現金及び預金、受取手形及び売掛金、のれん及び差入保証金の減少によるものであります。

　当連結会計年度末における負債は、前連結会計年度末に比べ540,979千円減少し、2,312,142千円となりました。こ

れは主に、長期借入金の増加の一方で、支払手形及び買掛金、短期借入金及び未払法人税等の減少によるものであり

ます。

　当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末に比べ20,088千円増加し、572,242千円となりました。これ

は主に、利益剰余金及び自己株式の増加の一方で、為替換算調整勘定の減少によるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末と比べ

451,459千円減少し、1,096,736千円となりました。

　当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当連結会計年度末において、営業活動の結果使用した資金は59,804千円（前年同期は260,716千円の獲得）となりま

した。これは主に、税金等調整前当期純利益138,961千円、減価償却費54,156千円を計上した一方で、仕入債務の減少

額が83,666千円、その他負債の減少額が94,132千円、法人税等の支払額が122,579千円あったことによるものでありま

す。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当連結会計年度末において、投資活動の結果使用した資金は29,606千円（前年同期は135,354千円の獲得）となりま

した。これは主に、有形及び無形固定資産の取得による支出37,792千円によるものであります。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当連結会計年度末において、財務活動の結果使用した資金は358,183千円（前年同期は356,472千円の獲得）となりま

した。これは主に、借入金の純減345,914千円によるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年６月期 平成25年６月期 平成26年６月期 平成27年６月期 平成28年６月期

自己資本比率 24.6 23.9 21.2 16.0 19.6

時価ベースの自己資本比率 35.0 48.0 43.7 35.2 38.6

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

5.4 3.5 △58.8 7.9 △28.9

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

20.9 25.7 △1.7 14.0 △2.7

自己資本比率：自己資本/総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い

(注１) いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

(注２) 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

(注３) キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

(注４) 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社では、平成27年６月期に策定した中期経営計画（平成28年６月期～平成30年６月期）において、メイン事業で

ある生花祭壇事業における「業界のコストリーダー」として市場シェアを拡大し圧倒的な優位性を獲得することを中

期経営目標とし、グループ一体でお客様の豊かな暮らしを支援できる総合生活提案企業としての成長を目指すことと

しております。

　（グループ理念）

　ビューティ花壇グループは公平で誠実な事業活動を通じて、より多くのお客様に最高の商品・サービス・環境を適

切な価格で提供し、お客様の豊かな暮らしを支援できる、総合生活提案企業になることを目指します。

　（グループ経営理念）

　我々は、公正、透明かつ自由な競争を通じて利益を追求するとともに、広く社会にとって信頼され価値ある存在で

あり続けるため、次の原則に基づき行動することを誓います。

　１）お客様のために

　お客様の満足と信頼を得られるよう、優れた品質の商品・サービスを魅力的で合理的な価格で、便利かつお求めに

なりやすい方法により提供します。

　２）取引先のために

　取引先との間に良好で公正な取引関係を築き、これを維持することにより、共に成長していくことを目指します。

　３）共に働く人たちのために

　職場で働く全ての人たちそれぞれの多様性、人格、個性などの人権を尊重し、その能力を最大限発揮し、成長でき

るように、健康的で安全な、活力あふれる職場環境造りを目指します。

　４）社会のために

　良き企業市民として、法令及び社会倫理を遵守するとともに、地域社会との積極的な関わりを通じて、広く社会貢

献活動を行います。また、市民社会の秩序や安全に脅威を与えたり、健全な企業活動に悪影響を与えるような反社会

的勢力とは、一切関係を持ちません。
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（２）目標とする経営指標

当社グループは、事業本来の収益性を重視し、売上高経常利益率の向上に努めてまいります。また、株主重視の経

営という観点から、企業価値を高めるため株主資本利益率(ＲＯＥ)を重要な経営指標としております。

（３）中長期的な会社の経営戦略

生花祭壇事業については、葬儀業界の変化に伴う顧客ニーズの変化に的確に対応し技術力の維持・向上に努め、高

付加価値の新しい生花祭壇の企画・提案をしていきます。また、国内のみならず、台湾、マレーシア、シンガポール

及び中国沿岸部大都市圏を代表とする東南アジア地域での生花祭壇の普及を図ってまいります。

　生花卸売事業については、平成28年７月をもって当社国内流通事業を承継したマイ・サクセス株式会社が主体とな

り、付加価値の高い商材(生花)や価格競争力のある商材の開発を国内、海外の生産者と直接行い輸入取扱量を拡大、

仕入原価を安定的に下げることで収益力の向上を目指してまいります。

　ブライダル装花事業については、マーケット規模が大きくかつ、今後の成長が期待できる関東エリアでの新規顧客

の獲得を図り、売上の拡大を目指します。

　また、以上の既存事業と垂直及び水平統合によりシナジーが見込める新たな事業領域で積極的な資本業務提携を進

めてまいります。

　

（４）会社の対処すべき課題

当社グループが対処すべき主な課題は以下のとおりです。

１．業界のコストリーダーへの成長（生花祭壇事業）

　生花祭壇事業の顧客が属する葬儀業界におきましては、高齢化の進展に伴い、死亡者数も増加傾向にある一方で、

近年、近親者のみで行う密葬の増加や葬儀規模の縮小により、１件あたりの葬儀単価は下落傾向が見られます。これ

は、縁者や友人の高齢化や人間関係の希薄化等による会葬者の減少、儀式の簡素化などが要因として考えられ、今後

もこの傾向がさらに進むことが予想されます。このような状況の中、更なる利益体質への変革を図るべくコスト削減

は大きな課題であると認識しており、顧客ニーズを積極的にフォローするためのサービス提供や、低コスト祭壇の開

発に取り組むとともに、生花祭壇・供花の集中生産方式の更なる効率化、労務費率の適正化と安定化へ努めてまいり

ます。

２．物流の量的拡大とコストダウン（生花卸売事業）

　花卉業界におきましては、卸売市場が従来の集荷・分荷・価格形成機能から、付加価値をつけた販売機能への変化

を求められ、市場の淘汰や花卉業界の再編が進んでいるものと認識しております。このような状況の中、平成25年10

月に子会社化したマイ・サクセス株式会社へ平成28年７月１日をもって、当社の生花卸売（国内流通）事業を会社分

割し、承継いたしました。これにより国内外での事業の垂直統合により、花に関した付加価値の連鎖を作り出す、サ

プライチェーンを構築し、大規模な物流拠点を新設、大量物流を実現いたします。物流機能を充実させることによる

量的拡大、スケールメリットを生かした低コスト化とともに技術力の提供による生花店のネットワークを構築いたし

ます。ブランド力のある生花店からは、ブランド力・オリジナリティを共有する仕組みづくりを行い、今ある生花店

と競合しない、M&A、あるいは業務提携による共存共栄の体制をとり、密度の経済を生かした収益体制を構築いたしま

す。

３．売上拡大と収益力向上（ブライダル装花事業）

　ブライダル装花事業の顧客が属するブライダル業界におきましては、少子化により婚姻件数は年々減少を続け、更

には「ナシ婚」ともいわれる婚姻届のみの結婚の増加等により、市場規模は縮小傾向にあります。一方で近年主流と

なりつつあるゲストハウス・ウエディングがマーケットに定着し、また晩婚化により１組あたりの結婚式単価が一部

上昇傾向にあることで、既存のホテルや専門式場等による競争激化の様相を呈しております。このような状況の中で、

消費者のニーズは高付加価値かつ低価格商品へと変化してきております。

　同事業を担う株式会社One Flowerにおきましては、これまでに奏功した新規拠点・店舗開設に加え、今後もマーケ

ット規模が大きくかつ、成長が期待できる関東エリア・関西エリアでの更なる新規顧客の獲得を図り、あわせてEC

（イーコマース）事業の売上の拡大と収益力の強化を目指してまいります。
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４．新規事業領域への展開

　当社グループの既存事業である生花祭壇事業、生花卸売事業、ブライダル装花事業を核としながら、シナジーが見

込める事業の垂直統合及び水平統合を進めることで、冠婚葬祭事業者や新規顧客に対し、新しいソリューションモデ

ルの提供を行ってまいりました。今後は当社グループのコア事業であり、強みを活かせるカテゴリーである生花事業

に最大限注力するものとし、新規事業への投資については、成長性と収益性の期待できる事案に限定することで収益

拡大を図ってまいります。

５．有能な人材の確保・育成

　当社グループ事業の継続的な発展を実現するためには、有能な人材の獲得及び育成が重要な課題であると認識して

おります。そのため、事業構造や事業展開等を勘案した上で、当社グループのビジョンと共鳴する優秀な人材を適時

採用する他、成長フェーズに合った評価制度、教育研修制度、報酬制度を導入してまいります。

６．コーポレート・ガバナンスの強化と内部管理体制の強化

　当社グループが継続的な発展を続けることができる企業体質の確立に向け、経営管理体制及びコンプライアンス体

制を含むコーポレート・ガバナンスの強化についても重要な課題としてとらえ、積極的な取り組みをおこなってまい

ります。コーポレート・ガバナンスコードの精神に則った実効的なコーポレート・ガバナンスの実現を目指し、各原

則を適切に実施いたします。今後も、IR活動を通じて、資本市場参加者（株主、投資家、証券アナリスト等）に対し、

説明責任を十分に果たし、対話によって信頼関係を構築していくほか、適時適切な情報開示、すべてのステークホル

ダーとの適切な協働にも努めてまいります。

（５）その他、会社の経営上重要な事項

　該当事項はありません。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの業務は現在日本国内に限定されており、海外での活動がないことから、当面は日本基準を採用する

こととしておりますが、今後の外国人株主比率の推移及び国内他社のＩＦＲＳ（国際財務報告基準）採用動向を踏ま

えつつ、ＩＦＲＳ適用の検討をすすめていく方針であります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年６月30日)

当連結会計年度
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,548,196 1,096,736

受取手形及び売掛金 612,539 595,632

商品 19,945 17,961

仕掛品 3,859 5,536

原材料及び貯蔵品 20,258 21,521

販売用不動産 10,000 -

繰延税金資産 19,992 13,501

その他 134,805 125,781

貸倒引当金 △8,818 △3,841

流動資産合計 2,360,778 1,872,829

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 429,978 439,593

減価償却累計額 △182,961 △199,265

建物及び構築物（純額） 247,017 240,328

車両運搬具 87,718 110,320

減価償却累計額 △40,719 △50,393

車両運搬具（純額） 46,999 59,926

工具、器具及び備品 195,570 193,366

減価償却累計額 △162,797 △164,073

工具、器具及び備品（純額） 32,773 29,293

土地 200,859 200,859

その他 15,661 15,993

減価償却累計額 △2,554 △3,597

その他（純額） 13,107 12,396

有形固定資産合計 540,757 542,803

無形固定資産

のれん 74,278 54,059

その他 18,084 32,928

無形固定資産合計 92,363 86,988

投資その他の資産

投資不動産 16,145 16,145

減価償却累計額 0 0

投資不動産（純額） 16,145 16,145

差入保証金 198,524 165,694

繰延税金資産 33,622 25,479

その他 171,540 186,495

貸倒引当金 △8,456 △12,052

投資その他の資産合計 411,376 381,763

固定資産合計 1,044,497 1,011,555

資産合計 3,405,275 2,884,384
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年６月30日)

当連結会計年度
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 303,753 220,087

短期借入金 990,004 335,003

1年内返済予定の長期借入金 328,737 395,652

1年内償還予定の社債 20,000 7,100

未払金 62,521 60,795

未払法人税等 100,904 13,605

賞与引当金 500 10,030

繰延税金負債 4,620 -

その他 283,273 211,503

流動負債合計 2,094,315 1,253,776

固定負債

社債 - 42,900

長期借入金 658,880 901,052

リース債務 48,577 64,389

退職給付に係る負債 36,863 41,402

その他 14,485 8,621

固定負債合計 758,807 1,058,366

負債合計 2,853,122 2,312,142

純資産の部

株主資本

資本金 213,240 213,240

資本剰余金 142,056 142,056

利益剰余金 356,233 439,098

自己株式 △178,657 △228,633

株主資本合計 532,872 565,760

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 47 △17

為替換算調整勘定 13,254 -

その他の包括利益累計額合計 13,301 △17

新株予約権 5,969 6,489

非支配株主持分 10 10

純資産合計 552,153 572,242

負債純資産合計 3,405,275 2,884,384
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年７月１日
　至 平成27年６月30日)

当連結会計年度
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 6,617,649 5,762,623

売上原価 5,484,078 4,671,389

売上総利益 1,133,570 1,091,233

販売費及び一般管理費 1,020,296 964,561

営業利益 113,273 126,671

営業外収益

受取利息及び配当金 761 869

貸倒引当金戻入額 3,268 1,680

受取賃貸料 8,859 6,564

為替差益 - 4,994

その他 25,773 37,100

営業外収益合計 38,662 51,209

営業外費用

支払利息 18,734 22,942

不動産賃貸費用 4,588 5,039

為替差損 3,728 -

その他 40,474 12,783

営業外費用合計 67,525 40,764

経常利益 84,410 137,116

特別利益

子会社株式売却益 77,196 -

受取保険金 - 13,740

その他 2,307 2,870

特別利益合計 79,504 16,611

特別損失

固定資産除売却損 410 357

減損損失 72,895 -

のれん減損損失 28,962 -

投資不動産売却損 28,601 -

災害による損失 - 3,182

リース解約損 - 2,004

子会社清算損 - 7,172

その他 3,373 2,049

特別損失合計 134,242 14,766

税金等調整前当期純利益 29,672 138,961

法人税、住民税及び事業税 92,636 43,855

過年度法人税等 21,094 -

法人税等調整額 5,238 19,684

法人税等合計 118,969 63,539

当期純利益又は当期純損失（△） △89,297 75,421

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配
株主に帰属する当期純損失（△）

10 0

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社
株主に帰属する当期純損失（△）

△89,307 75,420
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年７月１日
　至 平成27年６月30日)

当連結会計年度
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年６月30日)

当期純利益又は当期純損失（△） △89,297 75,421

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △234 △65

為替換算調整勘定 7,690 △13,254

その他の包括利益合計 7,455 △13,319

包括利益 △81,841 62,101

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △81,851 62,101

非支配株主に係る包括利益 10 0
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年７月１日 至 平成27年６月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 213,240 142,056 456,542 △178,643 633,195

当期変動額

剰余金の配当 △14,771 △14,771

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

△89,307 △89,307

自己株式の取得 △14 △14

連結範囲の変動 3,769 3,769

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― △100,308 △14 △100,322

当期末残高 213,240 142,056 356,233 △178,657 532,872

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 281 5,563 5,845 2,731 ― 641,772

当期変動額

剰余金の配当 △14,771

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

△89,307

自己株式の取得 △14

連結範囲の変動 3,769

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△234 7,690 7,455 3,237 10 10,703

当期変動額合計 △234 7,690 7,455 3,237 10 △89,619

当期末残高 47 13,254 13,301 5,969 10 552,153
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当連結会計年度(自 平成27年７月１日 至 平成28年６月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 213,240 142,056 356,233 △178,657 532,872

当期変動額

剰余金の配当 △14,981 △14,981

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

75,420 75,420

自己株式の取得 △49,976 △49,976

連結範囲の変動 22,425 22,425

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 82,864 △49,976 32,888

当期末残高 213,240 142,056 439,098 △228,633 565,760

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 47 13,254 13,301 5,969 10 552,153

当期変動額

剰余金の配当 △14,981

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

75,420

自己株式の取得 △49,976

連結範囲の変動 22,425

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△65 △13,254 △13,319 519 0 △12,799

当期変動額合計 △65 △13,254 △13,319 519 0 20,088

当期末残高 △17 - △17 6,489 10 572,242
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年７月１日
　至 平成27年６月30日)

当連結会計年度
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 29,672 138,961

減価償却費 82,900 54,156

子会社株式売却損益（△は益） △77,196 -

子会社清算損益（△は益） - 7,172

投資不動産売却損益（△は益） 28,601 -

減損損失 72,895 -

のれん減損損失 28,962 -

のれん償却額 34,101 20,219

差入保証金償却額 3,637 3,506

長期前払費用償却額 1,416 1,297

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,897 △1,293

賞与引当金の増減額（△は減少） 120 9,530

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,705 4,538

受取利息及び受取配当金 △761 △869

受取賃貸料 △8,859 △6,564

補助金収入 352 165

支払利息 18,734 22,942

固定資産売却損益（△は益） 2,307 357

受取保険金 - △13,740

売上債権の増減額（△は増加） 66,210 16,907

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,439 9,044

その他の資産の増減額（△は増加） △30,487 3,407

仕入債務の増減額（△は減少） 60,461 △83,666

未成工事受入金の増減額（△は減少） △5,522 -

その他の負債の増減額（△は減少） 74,816 △94,132

その他 △49,157 △26,906

小計 311,571 65,033

利息及び配当金の受取額 761 869

賃貸料の受取額 8,859 6,564

補助金の受取額 352 △165

保険金の受取額 - 13,740

利息の支払額 △20,023 △23,268

法人税等の支払額 △40,804 △122,579

営業活動によるキャッシュ・フロー 260,716 △59,804

投資活動によるキャッシュ・フロー

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却
による収入

28,280 -

子会社の清算による収入 - 1,566

貸付けによる支出 △220 -

貸付金の回収による収入 4,070 2,165

関係会社株式の取得による支出 △140 △1,250

有形及び無形固定資産の取得による支出 △61,106 △37,792

有形及び無形固定資産の売却による収入 12,024 823

保険積立金の積立による支出 △19,240 △19,177

保険積立金の払戻による収入 3,325 -

差入保証金の差入による支出 △23,823 △1,855

差入保証金の回収による収入 22,273 13,419

投資不動産の売却による収入 149,842 -

その他 20,069 12,493
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投資活動によるキャッシュ・フロー 135,354 △29,606

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 895,000 910,000

短期借入金の返済による支出 △719,996 △1,565,001

長期借入れによる収入 661,600 780,000

長期借入金の返済による支出 △516,240 △470,913

社債の発行による収入 - 50,000

社債の償還による支出 △20,000 △20,000

自己株式の取得による支出 △14 △49,976

配当金の支払額 △14,771 △14,981

セール・アンド・リースバックによる収入 75,228 -

その他 △4,334 22,689

財務活動によるキャッシュ・フロー 356,472 △358,183

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,797 △3,865

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 757,339 △451,459

現金及び現金同等物の期首残高 789,374 1,548,196

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

1,482 -

現金及び現金同等物の期末残高 1,548,196 1,096,736
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(企業結合に関する会計基準等の適用)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫

定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結

財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組換えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

(追加情報)

(法人税率の変更等による影響)

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）および「地方税法等の一部を改正する等の法

律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度か

ら法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に

使用する法定実効税率は、従来の32.38％から平成28年７月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる

一時差異については30.69％、平成29年７月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異につい

ては30.74％に、平成30年７月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については30.50％

となります。

　なお、この税率変更による影響は軽微であります。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、主に冠婚葬祭の生花に係わる事業活動を展開している「生花祭壇事業」、「生花卸売事業」、

「ブライダル装花事業」の３つを報告セグメントとしております。

各事業の概要は下記のとおりであります。

生花祭壇事業 ：生花祭壇、供花等、葬儀における生花を使用した商品を制作して販売する事業

生花卸売事業 ：自社の祭壇事業で使用する生花の仕入及び葬儀関連会社の生花部や生花小売店に対して、

生花を販売する事業

ブライダル装花事業 ：婚礼用の会場装花やブーケ制作をして販売する事業

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計処理の原則及
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び手続に準拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　

前連結会計年度(自 平成26年７月１日 至 平成27年６月30日)

（単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）1

調整額
（注）２

連結
損益計算書
計上額
（注）３

生花祭壇
事業

生花卸売
事業

ブライダル
装花事業

土木・建設
事業

計

売上高

外部顧客への売上
高

3,171,766 1,860,569 475,826 560,460 6,068,622 549,026 ― 6,617,649

セグメント間の内
部売上高又は振替高

777 1,054,672 9,944 ― 1,065,393 25,810 △1,091,204 ―

計 3,172,543 2,915,241 485,770 560,460 7,134,015 574,837 △1,091,204 6,617,649

セグメント利益 191,079 146,701 52,636 25,052 415,470 14,211 △316,409 113,273

その他の項目

減価償却費 37,487 2,259 3,173 2,648 45,567 6,011 31,320 82,900

のれんの償却額 4,359 8,274 5,233 ― 17,867 16,233 ― 34,101

有形固定資産及
び無形固定資産
の増加額

13,250 2,197 12,541 1,885 29,875 9,033 14,658 53,566

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム開発事業、不動産管

理事業、冠婚葬祭事業者向け人材派遣事業、冠婚葬祭に関する企画及びコンサルタント事業ならびに就労

継続支援事業であります。

２．セグメント利益の調整額△316,409千円には、セグメント間取引消去57,735千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△374,144千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管

理部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．事業セグメントに資産を配分していないため、セグメント資産の開示を省略しております。
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当連結会計年度(自 平成27年７月１日 至 平成28年６月30日)

（単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

連結
損益計算書
計上額
（注）３

生花祭壇
事業

生花卸売
事業

ブライダル
装花事業

計

売上高

外部顧客への売上
高

3,036,044 1,692,845 489,915 5,218,805 543,817 ― 5,762,623

セグメント間の内
部売上高又は振替高

626 955,785 7,824 964,236 12,580 △976,816 ―

計 3,036,671 2,648,630 497,739 6,183,041 556,398 △976,816 5,762,623

セグメント利益又は
損失（△）

297,628 114,551 59,139 471,320 5,549 △350,198 126,671

その他の項目

減価償却費 21,504 2,468 3,007 26,980 6,586 20,590 54,156

のれんの償却額 4,359 ― 5,233 9,592 10,626 ― 20,219

有形固定資産及
び無形固定資産
の増加額

36,086 137 3,277 39,501 12,117 38,908 90,527

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム開発事業と不動産管

理事業、冠婚葬祭事業者向け人材派遣業、並びに冠婚葬祭に関する企画及びコンサルタント事業ならびに

就労継続支援事業であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△350,198千円には、セグメント間取引消去54,423千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△404,621千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない管理部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．事業セグメントに資産を配分していないため、セグメント資産の開示を省略しております。

４ 報告セグメントの変更等に関する事項

従来、報告セグメントとして開示しておりました「土木・建設事業」は、平成27年５月27付けで当事業を行う

昇建設株式会社の株式を譲渡したことに伴い、第１四半期連結会計期間より報告セグメントを廃止いたしました。
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(１株当たり情報)

　 前連結会計年度
(自 平成26年７月１日
　至 平成27年６月30日)

当連結会計年度
(自 平成27年７月１日
至 平成28年６月30日)

１株当たり純資産額 129円42銭 139円71銭

１株当たり当期純利益金額 △21円16銭 18円04銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

― ―

(注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

項目
前連結会計年度

(自 平成26年７月１日
　至 平成27年６月30日)

当連結会計年度
(自 平成27年７月１日
至 平成28年６月30日)

１株当たり当期純利益金額

当期純利益(千円) △89,307 75,420

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) △89,307 75,420

期中平均株式数(株) 4,220,278 4,179,957

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり当期純利益金額の算定に含めなかった
潜在株式の概要

平成25年９月27日取締役会決
議のストック・オプション
普通株式78,000株

平成25年９月27日取締役会決
議のストック・オプション
普通株式63,300株
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(重要な後発事象)

(吸収分割の決定について)

当社は、平成28年４月14日開催の取締役会において、平成28年７月１日を効力発生日といたしまして、当社の

生花卸売（国内流通）事業を会社分割（以下、「本会社分割」といいます。）し、当社100％子会社であるマイ・

サクセス株式会社に承継いたしました。

　

１．吸収分割の概要

(１) 吸収分割の目的

当社および当社グループは、葬儀関連会社に対し、葬儀における主要商品である生花祭壇や供花等を提供する

「生花祭壇事業」と、生花祭壇部門の仕入れおよび葬儀関連会社や小売店への販売を主体とする「生花卸売事

業」ならびにウェディング事業者に会場装花やブーケ等を提供する「ブライダル装花事業」を主な事業としてお

ります。

　近年、花卉業界を取り巻く環境は激変しており、今後とも競争の激化が予想されます。その競争の中で生き残

るためには、いかなるマーケット環境にでも耐えられるコスト構造の確立を図りながら、顧客満足度を向上させ

ることが喫緊の課題であると捉えており、当社は中期経営計画のもと、当社および当社グループとシナジーが見

込まれる分野での積極的な資本業務提携を進めてまいりました。

　今般、当該中期経営計画にも掲げている、「物流の拡充」「卸売の規模拡大」策の一環として本会社分割を決

定し、当社グループの更なる競争力強化を図るものであります。

（２）吸収分割の方法

当社を分割会社とし、マイ・サクセス株式会社を継承会社とする吸収分割（簡易分割・略式分割）とします。

（３）吸収分割の日程

平成28年７月１日

（４）対象となった事業の内容

当社の生花卸売（国内流通）事業

２．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支配下

の取引として会計処理しております。
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